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イギリスにおけるスクールカウンセラーの働き
―ケアハーディ小学校視察報告―

人文学部助手 本 德 勇 気

Ⅰ．はじめに

2017年3月22日から3月28日までイギリス，ロンドン
を訪問する機会を得た。その際，ロンドンの小学校視察
でスクールカウンセラー（以下，SC）にインタビュー
をする機会を持ち，イギリスの SC が小学校でどのよう
に働いているのか，日本の SC と比較してどのような違
いがあるのかを知ることが出来た。そこで本稿では，イ
ギリスで見た SC の現地における活躍を紹介する。

Ⅱ．ケアハーディ小学校の概要および視察内容

1．ケアハーディ小学校の概要
イギリスにおいて，小学校のスクールカウンセリング

がどのように行われているか，その実態を知るため2017
年3月23日に小学校の視察を行った。視察訪問した小学
校は，ケアハーディ小学校（Keir Hardie Primary
School）である。ケアハーディ小学校は，学校評価制度
である Ofsted（2012）によると，イングランドのロン
ドン東部にあるロンドン自治区の一つであるニューア
ム・ロンドン自治区のコミュニティ・スクールで，児童
数は400名程度で，平均的な規模の学校より大きい。児
童の大多数は主に黒人アフリカ系および東ヨーロッパの
白人で，教育の質は「良い」とされている。

ケアハーディ小学校では，学校見学，授業参観，SC
へのインタビューを行った。

2．学校見学・授業参観
小学校の建物は日本の小学校と異なり，塀がバリケー

ドのような鉄でできている。警備員に入り口で携帯の電
源を切るように言われ，ID カードを作るために名前と
所属を機械に入力させられるなど，セキュリティがしっ
かりしており，少し危険な地域であるような印象を受け
た。

子どもたちは，すれ違いざまに元気に挨拶をする児童
と，不思議そうな目で見てくる児童がいた。外部の人間
に対して，拒否的ではないが，程よい距離を保っていた。
教師は元気が良く，リアクションを大きくして授業を展

開するなど，普段，筆者が SC として勤務している小学
校の教師とあまり違いを感じなかった。

3．SCへのインタビュー
ケアハーディ小学校の SC であるギタ・ラクラニ氏

（Gita Lakhlan）にインタビューを行った。
ラクラニ氏は，25年間教師をした後，SC としてケア

ハーディ小学校に勤務している。パーソンセンタード・
アプローチをオリエンテーションとするカウンセラーで
あり，とても熱心に児童と関わっているようで，教師か
らの信頼も厚いようである。お会いしたのは，児童との
カウンセリングが終わった勤務後で，施設案内も含めて
15：00～17：15の長時間であったが，快くインタビュー
に答えてくれた。

Ⅲ．Gita Lakhlan 氏インタビュー抄録

1．訪問日時：2017年3月23日
2．訪問先担当者：Gita Lakhlan 氏（ケアハーディ小学

校 SC）
3．聴取事項：SC の働きについて

「Ｑ」は筆者の質問，「Ａ」はラクラニ氏の回答，適
宜表現を加筆・修正している。

1）相談の対象と内容
Ｑ：ケアハーディ小学校において，SC はどのような働

き方をしていますか。
Ａ：粘土やドールやパペット，フィギア，お砂，お絵か

きを使って10歳以下の子をカウンセリングしていま
す。担当しているのは教員が手を焼いている子で，
家が火事で洪水の被害にあった男子です。最初の
セッションで洗面所を見て飛び降りようとしまし
た。行動面で問題があったため，校長や教師が学校
から追い出そうとしていましたが，カウンセリング
で大人しくなりました。

1日に5名の子供と会い，45分間，殆どが遊んだ
り話をしたりして過ごします。他には，作品を作ら
せてその配置の仕方を見て，例えば家族と自分が作
品の左に居て，敵が真ん中の食料を取り囲んで食べ
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ようとしている物であれば「彼女は母親の愛情が足
りないと感じていたのではないか」とアセスメント
をします。

また母親が薬物中毒で，里親に預けられて転校し
てきた女児のカウンセリングでは，お母さんがその
子を見きれないという状態でした。子どもは心の中
ではそれを分かっているけど，自分の中で整理しき
れず抑え込んでいるようでした。話を聞く中で「彼
女の猫だけが彼女を生きているって感じさせてくれ
る」ということが分かり，その話を詳しく聞いてい
く内に，随分と調子が良くなるようなこともありま
した。

Ｑ：子どものカウンセリング以外はどのような働きをし
ていますか。例えば，保護者の面接はどのように行っ
ていますか。

Ａ：保護者の面接はしません。ただ，子どものカウンセ
リングをする場合，最初にカウンセリングを始める
許可を保護者に得る必要があります。たまに許可を
くれない保護者もいて，つまり親は子どもが家族の
事をカウンセラーに話すことを恐れているのだと思
います。その場合は，保護者に「ここで話した事は
外に漏れることは無い」ということ説明します。た
だし Child Protection（虐待やネグレクトで子ども
に重大な危害が生じる，又は生じる恐れのあると認
められる子どもへの保護のプロセス）に触れること
以外ですが。もし Child Protection に触れることが
あれば校長先生に報告しなくてはいけません。

Ｑ：教師からの相談はどうしていますか。コンサルテー
ションはどのように行っていますか。

Ａ：昔は私が教室に行って，子どもの様子から教師と意
見を交換して，アドバイスすることはありました。
例えば，暴力を振るう子どもがいて，教師が対応に
困っている場合，子どもが腹を立てて人を叩くこと
は「役に立たないということを教える」というアド
バイスをすることや，「暴力を振るう子」という評
価をすることを控えるようにアドバイスしていまし
た。しかし，教師が子どもの行動を管理するのをサ
ポートするのは私の仕事ではありません。それは，
Learning Mentor（学習環境を整える支援者）の仕
事だからです。

それに，この学校の教師は，子どもたちを正しく
見てくれているのでコンサルテーションは必要があ
りません。先生たちはその子の問題が感情の問題な
のか，そうでないのか分かっているのです。

ただ，先生達は時々ここに来て，自分の問題につ
いて相談に来ることがあります。ここで相談して
ハッピーになるので，相談できることをありがたい

と思ってくれています。問題の内容によっては外部
の機関を紹介することはありますが，ランチタイム
の2，30分で解決するのであれば私が話を聞きま
す。

Ｑ：不登校の対策はどうしていますか。
Ａ：それは SC の仕事ではなく，Education Welfare Offi-

cers（教育福祉官）が外部機関として処理します。
学校は教育福祉官を呼び出します。

2）相談以外の活動
Ｑ：教師に対して校内研修はしていますか。
Ａ：先生達に研修はしていません。教師のトレーニング

の一部に発達心理学に関するものがあって，先生達
は子どもの感情面や精神面の成長について理解して
います。フロイトやユングについて話をしても，教
師はカウンセラー的なことはしていないので研修を
受ける必要がありません。ただ，Marshall Rosenberg
の Nonviolent Communication（非暴力コミュニケー
ション）は教師に教えると効果があります。思考で
判断や批判などをするのではなく，自分と相手の
ハートの声に耳を傾けて，今の感情や要求を明確に
していくことで，心から共感的にやりとりすること
が出来るので，教師が子どもたちと関わる上で役に
立ちます。

Ｑ：ケースカンファレンスについてはどうでしょうか。
私の勤めている中学校では，一人の子どもの支援を
検討するために，学校の関係者もしくは他機関の関
係者と検討会を開く際にカウンセリングを担当して
いる者として SC が参加することがあります。

Ａ：私はカウンセラーとしてだけで働いているのでケー
スカンファレンスに参加することはありません。学
校でカンファレンスは行われていて，そこには教育
心理学者が参加しています。コーディネーターから
レポートを書くように言われたら書きますが，出席
することはありません。何故なら私の仕事は守秘義
務があるから，もし私に「カウンセリングで何があっ
たのか」と聞かれても，子どもに関する細かいこと
は守秘義務と子どもとの信頼関係の為に喋りませ
ん。もし私が喋ってしまうと子どもが安全じゃない
と思ってここに来なくなってしまうでしょ。以前，
ソーシャルワーカーと仕事をしたときに，セッショ
ンの内容をソーシャルワーカーが保護者に喋ってし
まったことがありました。保護者は怒って子どもを
叩いたのです。どれを話していいのか，話してはい
けないのか，ピックアップの話は支援者の経験によ
りますよね。私はそういうトレーニングをしてきた
けど，トレーニングをしていないソーシャルワー

―44― 福岡大学研究部論集 Ｂ 11 2019

（2）



カーもいるのです。

3）システム
Ｑ：どういう経路で相談につながりますか。私の勤務し

ている中学校の場合だと，教師からの紹介や保護者
が子どもを心配して連れてくることが多いのです
が。

Ａ：教師が子どもを見ていて，子どもに助けが必要と思
うと特別支援コーディネーターのところに話をもち
かけます。特別支援コーディネーターが子どもと話
をして，カウンセリングが必要か，Learning Mentor
が必要なのか，問題が大きすぎて他の施設が必要な
のか判断して，カウンセリングが必要であれば面接
の設定をします。

紹介の用紙は私が作っている物があるので，それ
に特別支援コーディネーターが記入します。そして
保護者がサインして，成育歴などを記入します。私
は週2回しかこの小学校に居ないので，そのような
時間がありません。かつて私は「3回セッションし
たらカウンセリングは終わり」と学校に言われてい
ましたが，それではきちんとしたケアができないた
め，数年かけて学校に説明して，今は子どものカウ
ンセリングという役割だけを担っています。子ども
が感情を出すには時間がかかりますし，感情の安定
を育てるのにもかなりの時間がかかるためです。

Ｑ：私の所属する SC の部会では，SC は3～6年で異
動します。この小学校ではどうですか。教師も同じ
ように異動があります。

Ａ：そのような短い期間で異動することはありません。
学校でカウンセリングすることは，結婚みたいなも
ので，関係性を作っていくには時間がかかりますか
ら。色んな学校に行くのは問題で，例えばセッショ
ン中に面接室に教師が入ってくることは問題ですよ
ね。そういったことを異動がある度に伝えたりしな
くてはならなくなります。教師は10年たったら異動
するか，しないか，考えるというシステムはありま
す。ちなみに今の校長は12年間居て，スタッフや地
域からの信頼が厚く，みんなに安心感を与えていま
す。

Ｑ：多職種との連携についてはどうでしょうか。
Ａ：Behavior Support Service（行動問題支援サービス）

というやり方がイギリスではあります。外部のグ
ループにサイコセラピストが居て，例えば教室での
観察を通して，特別な支援が必要な子どもをアセス
メントして，教師に様々なアドバイスをしていま
す。

4）仕事を続けるためのサポートや訓練
Ｑ：仕事における心配事はどのように解消しています

か。
Ａ：Child Protection の上級マネージャーにも相談しま

すが，まず，私のケースをスーパービジョンに持ち
込み，ケースを報告する必要があるかどうかを検討
します。スーパーバイザーは力動的精神分析家にお
願いしています。

また私は Person-Centered Approach のカウンセ
ラーということもあって，エンカウンターグループ
の一つに定期的なセルフケアセッションがあるの
で，自分の精神的な健康を大事にするためにセッ
ションに参加しています。

Ｑ：心理職としての訓練は何をしていますか。
Ａ：SC の仕事は継続的な専門能力の開発が非常に重要

です。エンカウンターグループに参加することで専
門職の訓練としています。またトラウマや自傷行為
など，自分の興味のある科目を選び，受講していま
す。私は心理学者や精神科医ではないので心理検査
はしませんが，似通った感じの検査をします。

5）その他
Ｑ：学校でカウンセリングをするにあたって大切にして

いることは何ですか。
Ａ：カウンセリングサービスが無くても，教師と子ども

で学校が成り立っていくようになるのが私の願いで
す。良くなるっていうのが，もし私がこの学校を去っ
た時に，どうやってカウンセリングサービスが学校
の中で機能しているのか皆が理解することです。学
校1つが人のようなもので，人間が成長することに
関して色々な要素が必要です。人間の内面があっ
て，色々なパーツがあって学校が成り立っていま
す。

もうひとつ私が大切だと思っていることは，子ど
もたちが作ったものは箱に入れて別の部屋に持って
行くことです。子どもたちを大切にしているという
ことにつながりますからね。

Ⅳ．まとめ

イギリスの教育は地域によって，また公立か私立かに
よって仕組みが異なり，SC の役割に関しても異なるた
め，単純に比較することはできないが，イギリスの SC
の働きについて，共通点や相違点を確認することができ
た。

1．SCの役割と学校のニーズ
文部科学省初等中等教育局児童生徒課（2015）による
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と，SC の役割は，①個々の児童生徒へのカウンセリン
グ，②児童生徒への対応に関し，保護者・教職員への助
言，③事件・事故等の緊急対応における児童生徒等の心
のケア，④教職員等に対する児童生徒へのカウンセリン
グマインドに関する研修活動，⑤教員との協力の下，子
供の心理的問題への予防的対応（ストレスチェック等）
などが挙げられている。SC はその役割を担う専門職と
して所属する小中学校で勤務することになり，①から⑤
の役割を果たすことになる。ただ，学校によってはニー
ズがなかったり，SC によっては役割を果たせない場合
もあると考えられる。

ラクラニ氏はどのような役割を果たしていて，学校か
らどのようなニーズがあるのだろうか。インタビューの
内容から SC は何かしらの問題を抱えながらも登校して
いる児童の内，感情表現に困難のある子どものセラピー
を担当していた。不登校状態にある児童は「Education
Welfare Officers」が，暴力をふるう児童は「Learning
Mentor」が担当するなど明確な役割分担が行われてい
た。学校は SC にセラピーを行ってもらい，それによっ
て感情の問題を解決して欲しいといったニーズがあるの
ではないかと考えられる。文部科学省の挙げている役割
に当てはめると，①個々の児童生徒へのカウンセリング
のウェイトが高く②から⑤に関してはほとんど役割を
担っていない，もしくは筆者が質問していないため不明
であるが，多くの相違点が見られた。

2．心理職としての専門性
学校でカウンセリングを行う際に「守秘義務」をどの

ように守っていくのか，その難しさについて，ラクラニ
氏のインタビューでも話題になった。学校臨床心理士
（SC）のためのガイドライン（1995）では「狭義の守
秘義務を前面に主張するのではなく，学校全体で守秘義
務の大切さを考えていく方向を念頭におくこと」と記さ
れており，学校でカウンセリングをする際には，守秘義
務について常に意識する必要があり，SC として仕事を
進める上で大事にしている部分である。この点について
はイギリスの SC においても共通であると言える。ま
た，仕事を続けるためのサポートや訓練についても，近
くの心理職やスーパーバイザーに相談して指導を受ける
こと，トレーニングのために研修に行くことや，セルフ

マネージメントを意識することなど専門性に関しては多
くの共通点が見られた。

3．イギリスの心理職に対する誤解
丹野（2006）によるとイギリスで臨床心理学は，アカ

デミック心理学やその他の関連領域と共同研究を実施し
ており，その際，エビデンスに基づく研究を重視し，認
知行動療法の実証的効果研究が盛んである。また小堀ら
（2009）はイギリスでは臨床心理士の人手不足であると
いう事情を踏まえ，イングランドにおいて認知行動療法
セラピストを1万人養成する計画があると報告してい
る。このことから，イギリスは認知行動療法というイメー
ジが強いが，今回の視察を通して，認知行動療法だけで
なく，他の心理療法も存在しており，評価されていると
いうことを知った。
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